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仙台市榴岡図書館館長　中里　省一

仙台市榴岡図書館
蔵書冊数 ： 児童書　約29,000冊
　　　　　一般書　約37,000冊
開館時間 ： 10:00～19:00（火～金）　
　　　　　10:00～17:00（土日）
●休館日 ： 月曜日、祝日の翌日
　　　　  1月～11月の第4木曜日
　　　　  年末年始、蔵書点検期間

 仙台市榴岡図書館シリーズ第37回 

Ｎ 図 書 館 a r o u n d  t h e   み や ぎ

　平成２５年４月２６日（金）から５月８日（水）まで、「第４４ 回子どもの本展示会」を開催しました。本展示会は、４月

23日から５月１２日までの「子どもの読書週間」に併せて毎年開催しているもので、図書館、学校、地域、家庭な

ど、様々な場面での「子どもと本との出会い」に役立つことを目的としています。　

　今回は、本館が所蔵している２０１２年に出版された児童書や絵本などのうち約１,８００冊と、児童資料研究書、

２０１２年児童文学賞受賞作品、仙台・宮城デスティネーションキャンペーンにちなみ「みやぎを旅しよう！」として

宮城県にゆかりのある児童書などを展示しました。今年度より２階養賢堂から１階エントランスへと場所を移して

開催し、例年の３倍となる延べ２，２６９人に御来場いただきました。会場では、読み聞かせをする親子、絵本を夢中

で読みふける子どもたち、熱心に児童書に見入る大人の方の姿が見られ、それぞれに豊かな子どもの本の世界に

触れるひとときを楽しんでいる様子がうかがえました。

　なお、本展示会で展示した本は、「移動展示会」として６月から３月までの期間、県内の希望する図書館、公民館、小・中学校に巡回展示します。子どもたちだ

けではなく、保護者の方や、子どもの読書を推進する立場の大人の方々には選書の参考として、普段児童書に接する機会のない方には豊かな児童書の世界

に触れる機会として、興味を持っていただければと思います。

「第44回子どもの本展示会」を開催しました。《叡智の杜》レポート

住所 : 仙台市宮城野区榴岡4－1－8　パルシティ仙台4階
電話 : 022－295－0880

～榴岡図書館は今年で30周年～

　仙台市榴岡図書館は、宮城野通図書館（仙台市で２番目の図書館）とし
て、昭和５８年４月に開館し、平成２年４月に宮城野図書館の分館として、
名称を榴岡図書館と変更しました。平成２４年度から指定管理者として丸善
株式会社が管理運営しています。
仙台駅東口から徒歩圏内の「パルシティ仙台」４階に位置し、開館当時、
周辺には仙台駅西側のビル群とは対照的に古い町並みが各所に残っていま
したが、現在は区画整理が進められビジネス街となり、当時の面影はありま
せん。利用者の大部分は大人が占めていますが、子どもたちにもっと活用し
てもらいたいと考えています。
　平成２４年度は、子どもの利用促進を図るため、周辺の学校や児童館、
保育所等を職員が訪問しての情報提供、宮城野区民まつりでの「青空おは
なし会」、お正月に幼児から中学生を対象に本をセットにして福袋に入れたも

のを貸し出す「本の福袋」等を行いました。また、大人を対象とした事業とし
て仙台駅東側にゆかりのある島崎藤村の作品を含めた「大人のための朗読
会」、地元識者に講師をお願いした歴史講座等も行っています。
　仙台市立図書館の中では一番小さな図書館ですが、交通アクセスは一
番便利な場所にある図書館です。お近くに来られた際にはぜひお立ち寄りく
ださい。

　本館では今後の運営方針となる新し
い「宮城県図書館振興基本計画」を策
定・公表し、この4月から実現に向けた
行動計画が始動しています。計画の内
容は別の紙面に掲載してあるのでここ
での説明は省略しますが、次の4つの
主要な柱で構成されています。
「県民の課題解決を支援する」、「県全域

の図書館サービスを支える」、「子どもの読書活動を支援する」及び
「郷土資料や震災資料を確実に未来へ伝える」です。
　私たちが住む現代社会は、大量の情報で満ち溢れており、現代
人は洪水の如く押し寄せる情報量の中から自分に有用なものを絶
えず取捨選択しながら生きていかなければなりません。そのような

中で誤りのない判断をしていくには自分自身の中に必要な知識や
情報を兼ね備えることが不可欠です。学校で得た知識だけでこの
情報化社会を生きていくには十分ではなく、自らが様々な知識や
情報を求め、生涯にわたり自主的に学習していく必要があります。
　図書館には、過去から現代まであらゆる分野の資料が収集・保
存・整理されており来館者が調べ物をする場合の支援として図書
館職員によるサポートシステムもあります。
　新計画では、市町村図書館や学校図書館などとの連携をより緊
密にし、県内の全ての図書館が読書活動の支援を基本としつつ地
域や住民の課題解決に必要な資料や情報を提供する情報拠点施
設として積極的に貢献できる図書館を目指しており、掲げた目標
をしっかりと見据えながら日々の仕事に取り組んで行きたいと考
えています。

新「宮城県図書館振興基本計画」のスタートにあたって
宮城県図書館長　大坪  富雄


